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　ゲストランナーは、2000年シドニー、2004年アテネと２度のオリンピック出場をはじめ、世界選
手権３大会（セビリア、パリ、ヘルシンキ）出場など数々の国際大会での輝かしい実績を持つ、地
元熊谷市出身の大島めぐみさんと大東文化大学陸上競技部、SUBARU陸上競技部のみなさんを迎えま
す。
　また、大会前には、エントリーしたランニング初心者を対象に本番に向けて無理なく練習を行っ
ていただくための基礎講座「ランニングクリニック」も開催します。
　さらに、会場周辺の混雑緩和を図るため、先着300台限定の予約制でパーク＆バスライドを実施し
ます。

主催：熊谷市・熊谷市教育委員会・(公財)熊谷市スポーツ協会・熊谷さくらﾏﾗｿﾝ大会実行委員会
主管：熊谷さくらマラソン大会実行委員会
特別協賛：日立金属(株）熊谷事業所
大会会長：小林哲也　実行委員会会長：松本富男
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持田

内線513

熊谷市
記者クラブ取材情報

タイトル

大会日時：令和５年３月１９日（日）　午前８時５７分ハーフマラソンスタート

大会会場：熊谷さくら運動公園陸上競技場及び市内特設コース

第３３回熊谷さくらマラソン大会の参加者申込の受付を開始します。
受　　付：令和４年１２月１日（木）から令和５年１月１３日（金）先着順
受付方法：インターネット（RUNNET）のみ
定　　員：ハーフマラソン1500人、10㎞1500人、5㎞1500人、
　　　　　2.5㎞と1.5㎞で600人、1.5㎞親子450組
（目的）
　本大会を通じて市民の健康増進・スポーツの一層の振興を図るとともに、スポーツ熱中都市とし
ての本市のイメージを全国に発信します。
（経緯）
　第１回大会を平成３年２月に開催し、市街地を通るコースはフラットで走りやすく沿道の大声援
がランナーに好評で、桜の開花時期と重なればさくらの名所100選の熊谷桜堤で「花見ラン」を楽し
むことができます。
　ハーフマラソン、10㎞、5㎞では、スタートからフィニッシュまでのネットタイムも計測し、給水
所ではスポーツドリンクも提供します。
　前回大会は、全国（北海道から沖縄県まで）から、８，５６１人のエントリーがあり、特にハー
フマラソンは人気があり、毎年定員に達します。
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